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【
①
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

２９

〜
４
時

○
内
容　

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
自
分
だ

け
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

夏
休
み
の
催
し

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

【
②
す
て
木
作
品
〜
ふ
み
台
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

８
月
２
日
（
水
）
午
後
２
時

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
内
容　

小
さ
な
す
の
こ
を
使
っ
て
便

利
な
ふ
み
台
を
作
り
ま
す
。
ふ
み
台
を

裏
返
す
と
な
ん
と
本
立
て
に
？

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

【
③
す
て
木
作
品
〜
や
っ
と
こ
】

○
対
象　

小
学
生
以
上

○
日
時　

８
月　

日
（
水
）
午
後
２
時

１６

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
内
容　

竹
馬
み
た
い
な
遊
び
道
具
を

作
り
ま
す

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

◇

○
申
し
込
み　

①
は
７
月　

日
午
前　

２１

１０

時
か
ら
、
②
③
は
７
月　

日
午
前　

時

２２

１０

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大
谷
子
ど

も
ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・
６
７
９
１
）

へ
。

※
い
ず
れ
も
申
込
者
は
本
人
、
ま
た
は

保
護
者
の
方
に
限
り
ま
す
。

【
①
親
子
陶
芸
教
室
】

○
期
日
・
内
容　

８
月
４
日
（
金
）
＝

制
作
、　

日
（
水
）
＝ 
釉  
薬 
か
け

ゆ
う 
や
く

２３

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
内
容　

湯
の
み
茶
碗
・
花
瓶
作
り

○
費
用　

１
人
３
０
０
円

【
②
親
子
陶
芸
教
室
〈
特
別
コ
ー
ス
〉】

○
期
日
・
内
容　

８
月
４
日
（
金
）
＝

制
作
、　

日
（
水
）
＝
釉
薬
か
け

２３

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時　

分
３０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
内
容　

大
き
な
作
品
を
時
間
を
か
け

て
挑
戦

○
費
用　

１
人
５
０
０
円

【
③
七
宝
焼
き
を
楽
し
も
う
】

○
日
時　

８
月
５
日
（
土
）
①
午
前　
１０

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
「
青
少
年
健

全
育
成
都
市
宣
言　

周
年
事
業
」

４０

催

し

時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　

各　

人
１５

○
内
容　

色
鮮
や
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
作
り

○
費
用　

６
０
０
円

【
④
夏
の
工
作
教
室
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

Ｔ
シ
ャ
ツ
）
】

○
日
時　

８
月
９
日
（
水
）
①
午
前　
１０

時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　

各　

人
１５

○
内
容　

自
分
だ
け
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
作
り

○
費
用　

２
５
０
円

【
⑤
夏
の
工
作
教
室
（
木
工
作
＝
ス
テ

ィ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
）
】

○
日
時　

８
月　

日
（
木
）
①
午
前　

１０

１０

時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　

各　

人
１５

○
内
容　

ば
あ
ん
で
楽
し
み
な
が
ら
、

夏
休
み
の
宿
題
を
し
ま
せ
ん
か
？

○
費
用　

３
０
０
円

【
⑥
夏
の
工
作
教
室
（
電
池
工
作
＝

ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
）
】

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
①
午
前　

１１

１０

時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４
時

○
定
員　

各　

人
１５

○
内
容　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
モ
ー
タ

ー
を
使
っ
た
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り

○
費
用　

５
０
０
円

【
⑦
君
の
で
ば
あ
ん
「
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
】

○
日
時　

８
月
４
日
（
金
）
エ
ン
ト
リ

ー
受
付
、
８
月　

日
（
水
）
試
合
（
午

２３

前　

時
か
ら
）

１１
○
定
員　

３
人
１
組
の　

チ
ー
ム
（　

１２

３６

人
）

○
内
容　
　

チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦

１２

◇

○
対
象　

①
②
は
小
学
生
〜　

歳
の
子

１８

ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
子
ど
も
だ
け
の

参
加
も
可
）
、
③
〜
⑦
は
小
学
生
〜　
１８

歳
の
方

※
②
は
、
ば
あ
ん
の
親
子
陶
芸
教
室
に

参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
方
の
み
。

○
申
し
込
み　

①
〜
③
は
７
月　

日
、

２２

④
〜
⑥
は
７
月　

日
午
前　

時
か
ら
直

２３

１０

接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば

あ
ん
（
11
７
８
８
・
４
１
８
１
）
へ
。

⑦
は
８
月
４
日
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
受
付

【
①
七
宝
焼
教
室
（
額
絵
）
】

○
対
象　

小
学
４
年
生
〜
高
校
生

○
日
時　

８
月　

日
（
金
）
午
前
９
時

１８

　

分
〜
午
後
３
時

３０○
内
容　

額
絵
（
６
㎝
×
９
㎝
）
を
作

っ
て
部
屋
に
飾
ろ
う

○
定
員　
　

人
２０

○
費
用　

６
０
０
円

【
②
七
宝
焼
教
室
（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
）】

○
対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
生

○
日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
前
の
部

２０

９
時　

分
〜　

時　

分
、
午
後
の
部
１

３０

１１

３０

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
内
容　

七
宝
焼
で
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

小
物
を
作
ろ
う

○
定
員　

各
回　

人
２０

○
費
用　

１
０
０
０
円
程
度
（
小
銭

で
）

【
③
木
工
作
教
室
】

○
対
象　

２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
小

学
４
〜
６
年
生

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
、　

日

１９

２０

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

○
内
容　

工
具
の
使
い
方
か
ら
は
じ
め

て
、
電
気
ス
タ
ン
ド
を
作
り
ま
す

○
定
員　
　

人
２０

ひ
な
た
村

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

○
費
用　

１
５
０
０
円
程
度

【
④
夏
休
み
電
気
工
作
教
室
】

○
対
象　

小
学
１
〜
４
年
生

○
期
日
・
内
容　

８
月　

日
（
水
）
＝

２３

懐
中
電
灯
工
作
、　

日
（
木
）
＝
電
流

２４

ゲ
ー
ム
工
作
、　

日
（
金
）
＝
懐
中
電

２５

灯
工
作
（
午
前
）
、
電
流
ゲ
ー
ム
工
作

（
午
後
）

○
時
間　

午
前
の
部
＝　

時
〜
正
午
、

１０

午
後
の
部
＝
１
時
〜
３
時
（
２
部
制
で

す
）

○
定
員　

各
回　

人
１５

○
費
用　

３
０
０
〜
５
０
０
円
程
度

【
⑤
夏
休
み
ロ
ボ
ッ
ト
工
作
教
室
】

○
対
象　

小
学
５
年
生
〜
中
学
生

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２６

１０

〜
午
後
３
時

○
内
容　

ロ
ボ
ッ
ト
工
作

○
定
員　
　

人
１５

○
費
用　

１
５
０
０
円
程
度

【
⑥
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
】

○
対
象　

小
・
中
学
生

○
日
時　

８
月　

日
（
木
）
午
前
の
部

３１

＝
９
時　

分
〜　

時　

分
、
午
後
の
部

３０

１１

３０

＝
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

○
内
容　

透
き
通
っ
た
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン

ド
ル
を
作
り
ま
す

○
定
員　

各
回　

人
３０

○
費
用　

５
０
０
円◇

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
教
室

に
つ
き
１
人
１
枚
）
に
教
室
名
（
コ
ー

ス
名
）
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
学
年
・
電
話
番
号
・
市
外
在
住
の
方

は
学
校
名
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で

２８

（
必
着
）
に
ひ
な
た
村
（
〒　

－

０
０

１９４

３
２
、
本
町
田
２
８
６
３
、
11
７
２
２

・
５
７
３
６
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
定
員
に
達
し
な
か
っ
た

教
室
に
つ
い
て
は
８
月
２
日
午
前　

時
１０

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
七
宝
焼
を
ご
希
望
の
方
は
、
額
絵
か

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
選

択
し
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
な
お
、

両
方
ご
希
望
の
方
は
、
そ
の
教
室
が
定

員
に
達
し
て
い
な
い
場
合
は
８
月
２
日

午
前　

時
か
ら
電
話
受
付
が
可
能
で

１０

す
。

※
⑥
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
に
つ
い
て

は
、
初
参
加
者
優
先
の
う
え
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

「
花
」

○
形
式　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（
デ
ジ
タ

ル
写
真
可
）
、
六
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
六

つ
切
り
可
）

※
額
装
・
組
写
真
・
合
成
写
真
は
不

可
。

○
入
選
発
表　
　

月
中
旬

１０

○
応
募
受
付
期
間　

９

月
４
日
〜　

日
（
必

２０

着
）

○
応
募
料　

３
点
単
位

で
１
０
０
０
円

※　

月　

日
（
土
）
午

１０

２８

後
１
時
か
ら
同
サ
ロ
ン

で
入
選
者
授
与
式
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、　

月　

日
〜　

月　

日
に
入
選
作

１０

２９

１１

２６

品
展
を
行
い
ま
す
。

※
応
募
要
綱
・
用
紙
を
町
田
市
フ
ォ
ト

サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」
及
び

市
役
所
２
階
障
が
い
福
祉
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
郵
送
希
望
の
方
は
、　

円
９０

切
手
を
張
り
、
あ
て
先
を
明
記
し
た
定

型
最
大
の
封
筒
を
秋
山
庄
太
郎
美
術
館

「
花
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
（
〒　

－１９５

０
０
６
３
、
野
津
田
町
３
２
７
２
、
薬

師
池
公
園
内
）
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

:/
/
w
w
w
.p
h
m
u
s
e
.c
o
m

）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「「「「「「「「「「「
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
山山山山山山山山山山
庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄
太太太太太太太太太太
郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎
記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念

秋
山
庄
太
郎
記
念
『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真
ココココココココココ
ンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテ
スススススススススス
トトトトトトトトトト
」」」」」」」」」」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品
公公公公公公公公公公

作
品
公
募募募募募募募募募募募

▲昨年の受賞作品から
秋山庄太郎賞

「フェイス」（アサガオ）
早福美保（新潟市）

　

こ
れ
ま
で
東
京
都
医
療
費
助
成
実
施

要
綱
（
昭
和　

年
衛
生
局
長
通
知　

衛

４７

４７

福
業
第　

号
）
に
よ
る
医
療
（
難
病
医

６７

療
）
券
対
象
者
に
対
し
て
、
心
身
障
が

い
者
の
通
院
及
び
通
所
訓
練
交
通
費
助

成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
町
田
市
心

身
障
害
者
福
祉
手
当
等
の
経
過
措
置
の

終
了
に
伴
い
、
次
の
と
お
り
廃
止
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛

の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
引
き
続
き

心
身
障
が
い
者
の
通
院
及
び
通
所
訓
練

交
通
費
助
成
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

心
身
障
が
い
者
の
通
院
及
び
通
所
訓
練

交
通
費
助
成
の

廃
止
に
つ
い
て

し
ま
す
。

○
廃
止
年
月
日　

２
０
０
６
年
７
月　
３１

日※
２
０
０
６
年
７
月
分
ま
で
請
求
で
き

ま
す
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

８
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

　

近
年
、
都
市
型
水
害
と
呼
ば
れ
る
、

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
局
所
的
な
浸

水
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
都
市
部
で
地
面
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
化
が
進
み
、
雨
水
が
浸
透
す
る

土
地
が
減
っ
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

町
田
市
内
で
も
、
道
路
冠
水
や
床
上

浸
水
等
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
が
多
く
発
生
す
る
季

節
に
な
り
ま
す
の
で
、
気
象
情
報
に
十

分
ご
注
意
下
さ
い
。

水

害

に

注

意

　

こ
の
た
び
町
田
市
の
気
象
情
報
が
町

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
利
用
下
さ

い
。

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

　

環
境
経
営
の
必
要
性
の
ほ
か
、
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン　

」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

２１

○
対
象　

市
内
事
業
者

○
日
時　

①
８
月
４
日
（
金
）
午
後
２

時
〜
４
時　

分
②
８
月　

日
（
火
）
午

３０

２２

後
６
時
〜
８
時　

分
（
５
時　

分
か
ら

３０

３０

受
付
、
い
ず
れ
の
日
も
同
一
内
容
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　

各
回　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

電
話
で
環
境
保
全
課

（
11
７
２
４
・
２
７
１
１
）
へ
。

環
境
対
策
経
営
セ
ミ
ナ
ー

【
①
夏
休
み
特
別
企
画
「
こ
わ
い
お
話

し
の
会
」
】

○
対
象　

保
護
者
同
伴
の
幼
児
〜
小
学

生○
日
時　

７
月　

日
午
後
２
時
〜
３
時

２８

○
定
員　
　

人
３０

【
②
こ
ろ
こ
ろ
シ
ア
タ
ー
「
リ
ト
ル
ツ

イ
ン
ズ
」
】

○
対
象　

幼
児
か
ら

○
日
時　

７
月　

日
午
後
３
時　

分

３１

３０

□問
 

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ

児
童
館
11
７
１
０
・
１
４
７
５

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
こ
ろ
こ
ろ
児

童
館
の催

し

第
５
回

や
く
し
の
森
市
民
学
芸
祭

【
①
参
加
者
募
集
】

　

夏
休
み
の
宿
題
や
日
本
語
の
勉
強
を

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

○
対
象　

外
国
籍
の
小
・
中
学
生
（
帰

国
し
た
児
童
・
生
徒
を
含
み
ま
す
）

○
日
時　

８
月　

日
（
月
）
〜　

日

２１

２５

（
金
）
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

【
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？◇

○
申
し
込
み　

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
①
は
学

校
名
・
学
年
も
書
い
て
、
ハ
ガ
キ
（
②

の
み
）
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
①
は
８
月　

日
ま
で
、
②
は
７

１８

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
国
際
交

２８
流
セ
ン
タ
ー
「
夏
休
み
子
ど
も
教
室
」

係
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

１９４

９－

８
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
、

11
７
２
２
・
４
２
６
０
、
6
７
２
２
・

５
３
３
０
、
Ｅ
メ
ー
ルin

fo
@
m
a
c

h
id
a
－
k
o
k
u
s
a
i.jp

）
へ
。

夏
休
み
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の

学

習

会

【
リ
ス
園
で
生
ま
れ
た
カ
ブ
ト
虫
か
ら

リ
ク
ガ
メ
の
話
】

　

放
し
飼
い
広
場
の
リ
ス
達
と
カ
ブ
ト

虫
に
つ
い
て
な
ど
。

○
対
象　

５
歳
以
上
の
方

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
後
２
時

２７

〜
３
時

○
会
場　

町
田
リ
ス
園

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
費
用　

入
園
料

□問
 

町
田
リ
ス
園
11
７
３
４
・
１
０
０
１

町
田
リ
ス
園

生

き

物

教

室

　

本
紙
７
月　

日
号
２
面
掲
載
の

１１

「
国
民
年
金
」
の
記
事
中
、
遺
族

基
礎
年
金
と
寡
婦
年
金
の
請
求
先

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
「
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
の

み
」
が
請
求
先
と
な
り
ま
す
。
各

市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
請
求
は
で
き

ま
せ
ん
。
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１

２
７ お　

詫　

び

開
始
。

※
申
込
者
は
、
本
人
ま
た
は
保
護
者
に

限
り
ま
す
。


